
◇ プレーパークとは

・普通の公園とは違い、なるべく禁止事項をつ

くらない遊び場。

・子どもたちが自分たちで工夫して、遊具や遊

び方を作り出す

・木登り、穴掘り、たき火、水遊び等、普通の

公園ではできない遊びが自由におこなえる

・運営者は父母、地域のボランティア、大学生等

多様な人が参加。つながりの“きっかけ”に

・遊び場全体のコーディネーター役としてプ

レーリーダーを配置。子ども自ら考え遊ぶ

プレーリーダー

・ “子どもがいきいきと遊ぶことのできる環

境 を考えてつくる”役割

・子どもの目線に立ち、遊びを見守り、一緒に

遊び、相談相手にもなる

運営者

・父母、地域のボランティア、大学生など

● イベントの企画・運営・広報

● 場所の確保

● 遊び道具（資材等）の準備

● プレーリーダーの育成・配置
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事例② にしなりジャガピーパ－ク

団体名：一社）にしなりプレーパーク

プロジェクト

開催場所：大阪市西成区（元・小学校、

幼稚園）

日時：毎週土・日（10時～17時）

対象年齢：乳児～高校生

・「冒険遊び」（プレーパーク）のほ

かに、子どもが自由に過ごせたり、

勉強できる居場所づくりもおこなっ

ている

事例① 石神井プレーパーク

団体名：石神井・冒険遊びの会

開催場所：東京都練馬区石神井公園

日時：各週水曜、第4土日(10時～17時)

対象年齢：0歳から（乳児向けも実施）

・子どもたちがやりたい遊びを自由に

できるよう、都が火の使用や木への

ロープ掛けを認めている

・同時に、子育て相談・講座・ママサ

ロン等も開催。子育てが楽しいと思え

る地域作りを目指している



◇ つどい場づくり

事例① ふらっとスペース金剛

団体名：NPO法人ふらっとスペース金剛

開催場所：戸建て住宅、団地の空き家

対象年齢：子どもは0歳から

● 子育て支援事業

【ほっとひろば】

・仲間づくり、情報交換、悩み相

談の場

・親子一緒にふらっと参加できる

・赤ちゃんタイムやパパタイム、

絵本を楽しむ会などのイベント

も定期的に開催

※少人数制保育事業、育児ヘル

パー事業、出張保育、サークル

支援なども行っている

● 子どもの居場所づくり事業

・こどもわくわく探検隊

大学生をリーダーに野外活動や

工作、料理などの活動を実施

・夏休み寺子屋、ふらっと文庫

事例② えむすまいる

団体名：えむすまいる

開催場所：イベントごとに小学校

や会館等を借りて実施

日時：定期的に実施

・活動の中心は子連れで楽しめるイベントの

ファミリーマルシェが中心。子どもから大人

まで家族で楽しめるイベントとなっている

・集い場づくり、子育ての悩み相談、ママのお

けいこごと教室などの活動もおこなう


